
令和６年度 社会科 第３学年 年間指導計画 

月 
時
数 

単元名 
(小単元名) 

ね ら い 

評  価  規  準 学習指

導要領 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態

度 

４ 

 

４ 第一次世界
大戦と民族
独立の動き 

・ヨーロッパ諸国間の対立や民族問題を背景として第

一次世界大戦が起こったことに気づかせるとともに，日

本の参戦，ロシア革命なども取りあげて，世界の動きと

日本との関連をふまえて，大戦がその後の国際情勢お

よび日本に大きな影響を及ぼしたことに気づかせる。 

・国際連盟の成立，中国や朝鮮，インドにおける民族

運動の高まり，軍縮条約の締結を取り上げ，日本がど

のように対応したかを理解させる。 

・第一次世界大戦の背

景とその影響，民族運動

の高まりと国際協調の動

きをもとに，第一次世界

大戦前後の国際情勢お

よび日本の動きと，大戦

後に国際平和への努力

がなされたことを理解し

ているとともに，諸資料か

ら歴史に関する様々な情

報を効果的に調べまとめ

ている。 

・世界の動きと日本の関係

に着目して，第一次世界

大戦による世界の変化や

影響を考察するなど，事象

を相互に関連付けるなどし

て，近代の社会の変化の

様子を多面的・多角的に

考察し，表現している。 

・第一次世界大戦

前後の国際情勢に

ついて，よりよい社

会の実現を視野に

そこで見られる課題

を主体的に追究しよ

うとしている。 

歴 史

Ｃ 

（１） 

ア(オ) 

イ 

４ 

 

４ 高まるデモ
クラシーの
意識 

・国民の政治的自覚が高まり，本格的な政党内閣によ

る政党政治が展開したこと，普通選挙制が実現したこ

と，米騒動をはじめ，労働運動，農民運動，社会主義

運動などの社会運動が幅広く行われるようになったこ

と，女性の社会的進出が進んだことなどに気づかせ

る。 

・大都市の発達や都市に住む人々の生活様式や意識

の変化，新聞・雑誌などの普及やラジオ放送の開始な

どを取り上げ，文化の大衆化が進んだことを理解させ

る。 

・国民の政治的自覚の高

まりと文化の大衆化をもと

に，第一次世界大戦前

後の国際情勢および日

本の動きと，大戦後に国

際平和への努力がなさ

れたことを理解していると

ともに，諸資料から歴史

に関する様々な情報を

効果的に調べまとめてい

る。 

 

・世界の動きとわが国の関

係に着目して，第一次世

界大戦による日本の社会

の変化や影響を考察する

など，事象を相互に関連

付けるなどして，近代の社

会の変化の様子を多面

的・多角的に考察し，表現

している。 

・第一次世界大戦

前後の国際情勢と

大衆の出現につい

て，よりよい社会の

実現を視野にそこで

見られる課題を主体

的に追究しようとし

ている。 

歴史Ｃ 
（１） 
ア(カ) 
イ 

４

・

５ 

８ 戦争に向か
う世論 

・世界恐慌に対する各国の対策と対立の深刻化，日

本における経済の混乱と社会不安の広がりを取り

あげ，政党政治が行きづまりをみせ，軍部が台頭し

て大陸での勢力を拡張したこと，国際連盟を脱退し

た日本がドイツと日独防共協定を結んでアメリカ

やイギリスと対立を深めたこと，中国との戦争が長

期化した経緯を理解させる。 

・経済の世界的な混乱

と社会問題の発生，昭

和初期から第二次世界

大戦が始まるまでの日

本の政治・外交の動き

などをもとに，軍部の

台頭から戦争までの経

・経済の変化の政治への

影響，戦争に向かう時期

の社会や生活の変化に着

目して，二度目の世界大

戦が起こった背景を考察

するなど，事象を相互に

関連付けるなどして，近

・経済の世界的な

混乱と社会問題の

発生などについ

て，よりよい社会

の実現を視野にそ

こで見られる課題

を主体的に追究し

歴 史

Ｃ 

（１） 

ア(カ) 

イ 



過を理解しているとと

もに，諸資料から歴史

に関する様々な情報を

効果的に調べまとめて

いる。 

 

代の社会の変化の様子を

多面的・多角的に考察し，

表現している。 

ようとしている。 

５ ８ 第二次世界
大戦の惨禍 

・日本がドイツ，イタリアと三国同盟を結び，アメリカ，イ

ギリス，そして終戦直前に参戦したソビエト連邦などと

の大戦になったこと，日本が多くの国々，とりわけアジ

ア諸国の人々に対して多大な損害を与えたこと，各地

への空襲，沖縄戦，広島・長崎への原子爆弾の投下な

ど，日本の国民も大きな戦禍を受けたことなどから，大

戦が人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解させ，国際

協調と国際平和の実現に努めることが大切であること

に気づかせる。 

・戦時体制下で国民の生活がどう変わったかについ

て，身近な地域の事例を取り上げ，平和な生活を築く

ことの大切さに気づかせる。 

・第二次世界大戦中の

日本の政治・外交の動

き，中国などアジア諸国

との関係，戦時下の国民

の生活などをもとに，大

戦が人類全体に惨禍を

及ぼしたことを理解して

いるとともに，諸資料から

歴史に関する様々な情

報を効果的に調べまとめ

ている。 

・世界の動きと日本との関

連に着目して，二度目の

世界大戦が起こった理由

やその戦争の影響を世界

的な視野で考察するなど，

事象を相互に関連付ける

などして，近代の社会の変

化の様子を多面的・多角

的に考察し，表現してい

る。 

・第二次世界大戦と

人類への惨禍につ

いて，よりよい社会

の実現を視野にそ

こで見られる課題を

主体的に追究しよう

としている。 

歴 史

Ｃ 

（１） 

ア(カ) 

イ 

５ ３ 敗戦から立

ち直る日本 
・戦後の混乱のなかで，国民の貧しさからの解放の願

いや平和と民主主義への期待などを背景に，男女普

通選挙の確立や日本国憲法の制定をはじめとして大

きな改革が次々に進められ，国民が苦難をのりこえて

新しい日本の建設に努力し，現代の日本の骨組みが

形成されたことに気づかせる。 

・日本国憲法の基本的原則からその歴史的意義を読

み取らせる。 

・戦後の混乱や生活のようす，国民の努力について，

身近な地域などの具体的な事例をもとにとらえさせる。 

・冷戦について，国際連合の発足，米ソ両陣営の対

立，アジア諸国の独立，朝鮮戦争，その後の平和共存

の動きなどを，日本の動きと関連させながら理解させ

る。 

 

・日本の民主化と再建の

過程，冷戦などをもとに，

第二次世界大戦後の諸

改革の特色や世界の動

きの中で新しい日本の建

設が進められたことを理

解しているとともに，諸資

料から歴史に関する

様々な情報を効果的に

調べまとめている。 

・諸改革の展開と国際社

会の変化に着目して，諸

改革が日本の社会に及ぼ

した変化や冷戦体制下の

日本と世界とのかかわりに

ついて考察するなど，事象

を相互に関連付けるなどし

て，現代の社会の変化の

様子を多面的・多角的に

考察し，表現している。 

・日本の民主化と冷

戦下の国際社会に

ついて，よりよい社

会の実現を視野に

そこで見られる課題

を主体的に追究しよ

うとしている。 
 

歴 史

Ｃ 

（２） 

ア 

イ 



５ ５ 世界の多極
化と日本の
成長 

・日本が独立を回復して国際連合に加盟し，国際社会

に復帰するまでの経緯を理解している。 

・日本の産業・経済や科学技術の著しい発展とそれに

ともなう生活の向上や，それらを背景とする世界有数の

経済大国への急速な成長，および石油危機が政治や

経済に及ぼした影響などに気づかせる。 

・沖縄返還，日中国交正常化などを取りあげ，東アジ

アとの新たな関係や当時の国際情勢について理解さ

せる。 

・高度経済成長，国際社

会とのかかわりなどをもと

に，日本の経済や科学

技術の発展によって国民

の生活が向上し，国際社

会において日本の役割

が大きくなってきたことを

理解しているとともに，諸

資料から歴史に関する

様々な情報を効果的に

調べまとめている。 

 

・政治の展開と国民生活の

変化に着目して，国民生

活への影響と国際平和の

実現への努力について考

察するなど，事象を相互に

関連付けるなどして，現代

の社会の変化の様子を多

面的・多角的に考察し，表

現している。 

・日本の経済の発展

について，よりよい

社会の実現を視野

にそこで見られる課

題を主体的に追究

しようとしている。 

 

６ ８ これから

の日本と

世界 

・世界規模での米ソ両陣営の対立が終わったことやそ

の影響に気づかせ，冷戦終結後の国際協調の平和外

交の推進や開発途上国への援助などもふかえ，国際

社会において日本の役割が大きくなってきたことを理

解させるとともに，公民的分野の学習に向けた課題意

識をもたせる。 

・冷戦終結後も国際社会には，民族や宗教をめぐる対

立，国家を超えた地域統合，地球環境問題とその取り

組み，資源やエネルギーをめぐる課題，日本と近隣諸

国との間の領土をめぐる問題，日本人拉致問題など，

主権や人権，平和などさまざまな課題が存在している

こと，それらを解決するためのさまざまな人々の努力が

重ねられていることに気づかせる。 

 

・冷戦の終結をもとに，国

際協調の平和外交の

推進，開発途上国へ

の援助などもふまえ，

国際社会においてわ

が国の役割が大きくな

ってきたことを理解し

ているとともに，諸資料

か ら歴史に関す る

様々な情報を効果的

に調べまとめている。 

・政治の展開と国民生活の

変化に着目して，国民

生活への影響と国際平

和の実現への努力につ

いて考察するなど，事象

を相互に関連付けるな

どして，現代の社会の変

化の様子を多面的・多

角的に考察し，表現して

いる。 

・グローバル化す

る世界について，

よりよい社会の実

現を視野にそこで

見られる課題を主

体的に追究しよう

としている。 

歴 史

Ｃ 

（２） 

ア 

イ 

６ ３ 現代社会の
特色 

・情報化，グローバル化，少子高齢化が現在と将来

の政治、経済、国際関係に与える影響について，位

置や空間的な広がり，推移や変化などの見方・考え

方を働かせて，多面的・多角的に考察し，表現させ

る。 

・現代日本の社会では

情報化，グローバル化，

少子高齢化など変化が

みられることを理解

し，その知識を身につ

けている。 

・情報化，グローバル化，

少子高齢化が現在と将来

の政治，経済，国際関係

に与える影響について，

位置や空間的な広がり，

推移や変化などの見方・

考え方を働かせて，多面

的・多角的に考察し，表

現している。 

・情報化，グローバ

ル化，少子高齢化

に関する事象を身

近なところから見

つけ，主体的に問

題解決しようとし

たり，よりよい社

会を考え学習した

ことを社会生活に

公 民

Ａ 

（１） 

ア(ア) 

イ 



生かそうとしてい

る。 

７ ３ 私たちの生
活と文化 

・現代社会における文化の意義や影響を理解させ

るとともに，文化の継承と創造の意義について，位

置や空間的な広がり，推移や変化などの見方・考え

方を働かせて，多面的・多角的に考察し，表現させ

る。 

・わが国の伝統や文化

に関する様々な資料を

収集し，有用な情報を

適切に読み取ることを

通して，その意義や影

響を理解し，その知識

を身につけている。 

 

・現代社会における文化

の意義や影響，文化の継

承と創造の意義につい

て，位置や空間的な広が

り，推移や変化などの見

方・考え方を働かせて，

多面的・多角的に考察し，

表現している。 

・わが国の伝統や

文化について，自

分の体験や身近な

事例と結びつけて

生活とのかかわり

を考え，文化の継

承と創造に積極的

にかかわろうとし

ている。 

公 民

Ａ 

（１） 

ア(イ) 

イ 

７ ５ 現代社会を
とらえる枠
組み 

・対立と合意，効率と公正などに着目して，課題を

追究したり解決したりする活動を通して，次の資

質・能力を身に付けることができるようにさせる。 

 

・現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとし

て，対立と合意，効率と公正などについて理解させ

る。また，人間は本来社会的存在であることを基に，

個人の尊厳と両性の本質的平等，契約の重要性やそ

れを守ることの意義及び個人の責任について理解

させる。 

・社会生活における物事の決定の仕方，契約を通し

た個人と社会との関係，きまりの役割について多面

的・多角的に考察し，表現させる。 

・現代社会を捉える枠組みについて，現代社会に見

られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ

うとさせる。 

・現代社会の見方・考え

方の基礎となる枠組み

として，対立と合意，効

率と公正などについて

理解している。 

・人間は本来社会的存

在であることを基に，

個人の尊厳と両性の本

質的平等，契約の重要

性やそれを守ることの

意義及び個人の責任に

ついて理解している。 

・対立と合意，効率と公

正などに着目して，社会

生活における物事の決定

の仕方，契約を通した個

人と社会との関係，きま

りの役割について多面

的・多角的に考察し，表

現している。 

・現代社会を捉え

る枠組みについ

て，現代社会に見

られる課題の解決

を視野に主体的に

社会に関わろうと

している。 

公 民

Ａ 

（２） 

ア 

イ 



８

・

９ 

６ 民主主義と
日本国憲法 

・小学校社会科の学習との円滑な接続を図り，法に

基づく政治の大切さについて，対立と合意，効率と

公正，個人の尊重と法の支配，民主主義などの見方・

考え方を働かせて，多面的・多角的に考察し，表現

させる。 

・法の意義と法に基づ

く政治の大切さ，日本

国憲法の原則，天皇の

地位と国事行為につい

て理解し，その知識を

身に付けている。 

・民主的な社会生活にか

かわる様々な事象から学

習課題を見いだし，対立

と合意，効率と公正，個

人の尊重と法の支配，民

主主義などの見方・考え

方を働かせて，多面的・

多角的に考察し，表現し

ている。 

・民主的な社会生

活にかかわる様々

な事象をもとに，

よりよい社会を考

え学習したことを

社会生活に生かそ

うとしている。 

公 民

Ｃ 

（１） 

ア 

イ 

９ １
１ 

基本的人権
の尊重 

・基本的人権を中心とした人間の尊重についての

考え方を理解させるとともに，日本国憲法で基本的

人権が保障されていることの意義について，多面

的・多角的に考察し，表現させる。 

・基本的人権を中心と

した人間の尊重につい

ての考え方を理解し，

その知識を身に付けて

いる。 

・基本的人権を中心とし

た人間の尊重についての

考え方と法との関連につ

いて，個人の尊重の視点

から多面的・多角的に考

察し，その過程や結果を

適切に表現している。 

・人間の尊重につ

いての考え方を踏

まえて，よりよい

社会を考え学習し

たことを社会生活

に生かそうとして

いる。 

公 民

Ｃ 

（１） 

ア 

イ 

９ ３ 法の支配を
支えるしく
み 

・我が国では日本国憲法が最高法規であり，日本国

憲法に基づく政治によって，国民の自由と権利が守

られていることを理解させる。 

・収集した資料の中か

ら，我が国の政治が日

本国憲法に基づいて行

われていることについ

ての学習に役立つ情報

を適切に選択して，読

み取ったり図表にまと

めたりしている。 

・我が国の政治が日本国

憲法に基づいて行われて

いることの意義につい

て，対立と合意，効率と

公正，個人の尊重と法の

支配，民主主義などの見

方・考え方を働かせて，

多面的・多角的に考察し，

表現している。 

・日本国憲法が国

の統治について規

定していることに

ついて，主体的に

学習問題を追究

し，解決しようと

している。 

公 民

Ｃ 

（１） 

ア

( ウ )(

エ) 

イ 

９ ４ 民主政治と
私たち 

・個人を尊重し，基本的人権を守る政治を実現する

ためには，公正な世論の形成や選挙など，国民の政

治参加と国民の意思を国政や地方の政治に十分反

映させることが必要であることを理解させる。 

・国民の政治参加や国

民の意思を政治に十分

に反映させるしくみに

ついての資料を適切に

調べまとめている。 

・議会制民主主義を守

り，発展させるための関

わり方を選択・判断して，

適切に表現している。 

・議会制民主主義

が我が国の政治の

原則であることに

着目して，よりよ

い社会を考え学習

したことを社会生

活に生かそうとし

ている。 

公 民

Ｃ 

（２） 

ア

( ア )(

イ )(ウ
) 

イ 



９ ７ 国の政治の
しくみ 

・国会を中心とする我が国の民主政治のしくみの

あらましや政党の役割，法に基づく公正な裁判の保

障について理解させる。 

・国の政治のしくみに

関する資料をさまざま

な情報手段を活用して

収集し，有用な情報を

適切に選択して，読み

取ったり図表などにま

とめたりしている。 

・国会，内閣，裁判所の国

民主権を守るための役割

と課題について，多面的・

多角的に考察し，その過

程や結果を適切に表現し

ている。 

・国の政治のしく

みについて，主体

的に問題解決しよ

うとしたり，より

よい社会を考え学

習したことを社会

生活に生かそうと

している。 

公 民

Ｃ 

（２） 

ア

( ア )(

イ )(ウ
) 

イ 

１

０ 

 

６ 地方自治と
私たち 

・地方自治の基本的な考え方について理解し，地方

自治を発展させるために，私たちはどのように地方

自治体の政治に参加すべきかについて，対立と合

意，効率と公正などの見方・考え方を働かせて，多

面的・多角的に考察，構想し，表現させる。 

・地方公共団体の政治

のしくみに関する資料

をさまざまな情報手段

を活用して収集し，有

用な情報を適切に選択

して，読み取ったり図

表などにまとめたりし

ている。 

・地方自治体の政治と政

治参加に関する課題を見

いだし，対立と合意，効

率と公正などの見方・考

え方を働かせて，多面的・

多角的に考察，構想し，

表現している。 

 

・身近な事例から

地方自治体の政治

に対する関心を高

め，民主政治の基

本的な考え方とそ

れに基づく地方公

共団体の政治のし

くみについて，意

欲的に追究してい

る。 

公 民

Ｃ 

（２） 

ア(エ) 

イ 

１

０ 

４ 私たちの生
活と経済 

・身近な消費活動を中心に，経済活動の意義を理解

させるとともに，価格の働きに着目させて市場経済

の基本的な考え方について理解させる。 

・市場経済においては，

価格には人的・物的資

源を効率よく配分する

働きがあることを理解

し，その知識を身につ

けている。 

・経済活動や市場経済の

意義について，多面的・

多角的に考察し，その過

程や結果を適切に表現し

ている。 

・経済活動や市場

経済の意義につい

て，予想や学習計

画を立てたり，見

直したりして，主

体的に学習問題を

解決しようとして

いる。 

公 民

Ｂ 

（１） 

ア(イ) 

イ 

１

０ 

・ 

１

１ 

４ 消費者と経
済 

・経済活動を活発にしていくための消費者の役割

と責任を理解させるとともに，消費者の保護など消

費者をめぐる問題について，政府の取り組みなどを

理解させる。 

・国や地方公共団体は

消費者の権利の尊重お

よびその自立の支援の

ために，消費者政策を

推進する役割を担って

いることを理解し，そ

の知識を身につけてい

る。 

 

・経済活動を活発にする

ための消費者の役割や責

任について，多面的・多

角的に考察し，その過程

や結果を適切に表現して

いる。 

・個人の消費生活

に関する諸問題に

着目し，主体的に

問題解決しようと

したり，学習した

ことを自らの消費

生活に生かそうと

している。 

公 民

Ｂ 

（１） 

ア(イ) 

イ 



１

１ 

８ 企業と経済 ・現代の生産や金融のしくみや働きを理解させる

とともに，経済を活発にしていくための企業の役割

と責任について考えさせる。その際，社会生活にお

ける職業の意義と役割および雇用と労働条件の改

善について，勤労の権利と義務，労働組合の意義お

よび労働基準法の精神と関連づけて考えさせる。 

・企業の生産活動や金

融に関する資料を，さ

まざまな情報手段を活

用して収集し，有用な

情報を適切に選択し

て，読み取ったり，図表

などにまとめたりして

いる。 

・企業の生産活動や金融

にかかわる様々な事象か

ら課題を見いだし，対立

と合意，効率と公正など

の見方・考え方を働かせ

て，多面的・多角的に考

察し，その過程や結果を

適切に表現している。 

・企業の生産活動

や金融に関する諸

問題について，主

体的に問題解決し

ようとしたり，学

習したことを社会

生活に生かそうと

している。 

公 民

Ｂ 

（１） 

ア

( ウ )(

エ) 

イ 

１

１

・

１

２ 

５ これからの
日本経済 

・「現代日本の特色」についての学習と関連付けな

がら，グローバル化の進行により，日本経済が世界

経済の影響を強く受けていることを理解させると

ともに，これからの日本経済の発展のために必要な

ことを多面的・多角的に考察し，表現させる。 

・日本経済における世

界経済の影響に関する

資料を，さまざまな情

報手段を活用して収集

し，有用な情報を適切

に選択して，読み取っ

たり図表などにまとめ

たりしている。 

・日本経済の発展のため

にこれからの日本企業に

求められることについ

て，多面的・多角的に考

察し，表現している。 

・グローバル化が

進行する中，日本

経済の発展につい

て，主体的に問題

解決しようとした

り，学習したこと

を社会生活に生か

そうとしている。 

公 民

Ｂ 

（１） 

ア 

イ 

１

２ 

７ 財政 ・対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性な

どに着目して，課題を追究したり解決したりする活

動を通して，次の資質・能力を身に付けることがで

きるようにさせる。 

・社会資本の整備，公害の防止など環境の保全，少

子高齢社会における社会保障の充実・安定化，消費

者の保護について，それらの意義を理解する。また，

財政及び租税の意義，国民の納税の義務について理

解させる。 

・市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関し

て，国や地方公共団体が果たす役割について多面

的・多角的に考察，構想し，表現させる。また，財

政及び租税の役割について多面的・多角的に考察

し，表現させる。 

・国民の生活と政府の役割について，現代社会に見

られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ

うとさせる。 

・社会資本の整備，公害

の防止など環境の保

全，少子高齢社会にお

ける社会保障の充実・

安定化，消費者の保護

について，それらの意

義を理解している。 

・財政及び租税の意義，

国民の納税の義務につ

いて理解している。 

・対立と合意，効率と公

正，分業と交換，希少性

などに着目して，市場の

働きに委ねることが難し

い諸問題に関して，国や

地方公共団体が果たす役

割について多面的・多角

的に考察，構想し，表現

している。 

・対立と合意，効率と公

正，分業と交換，希少性

などに着目して，財政及

び租税の役割について多

面的・多角的に考察し，

表現している。 

 

・国民の生活と政

府の役割につい

て，現代社会に見

られる課題の解決

を視野に主体的に

社会に関わろうと

している。 

公 民

Ｂ 

（２） 

ア 

イ 



１ ８ 紛争のない
世界へ 

・国際社会のおいては，国家間の相互の主権の尊重

と協力，各国民の相互理解と協力および国際連合を

はじめとする国際機構などの役割が大切であるこ

とを理解させる。 

・国際協調のあり方や

国際機構の役割につい

て理解し，その知識を

身につけている。 

・国家間の相互の主権の

尊重と協力，各国民の相

互理解と協力について，

課題を見いだし，対立と

合意，効率と公正，協調，

持続可能性などの見方・

考え方を働かせて，多面

的・多角的に考察，構想

し，表現している。 

・国家間の相互の

主権の尊重と協

力，各国民の相互

理解と協力につい

て，主体的に問題

解決しようとした

り，よりよい国際

協調のあり方を考

えようとしてい

る。 

公 民

Ｄ 

（１） 

ア(ア) 

イ 

２ ５ 貧困解消と
環境保全 

・貧困，地球環境，資源・エネルギーなどの地球規

模の社会課題に対して，その現状と背景を理解し，

解決のために求められる国際協調について，多面

的・多角的に考えさせる。   

・温室効果ガスの削減

に向けての国際的な取

り組みと課題，日本の

対応について理解し，

その知識を身につけて

いる。 

・地球環境，資源・エネル

ギー，貧困などの課題に

ついて，対立と合意，効

率と公正などの視点から

多面的・多角的に考察し，

その過程や結果を適切に

表現している 

・地球温暖化防止

に対する国際社会

とわが国の取り組

みに関心をもち，

自分たちが協力で

きることを考えよ

うとしている。 

公 民

Ｄ 

（１） 

ア(イ) 

イ 



２ １
１ 

課題の探究 ・持続可能な社会を形成することに向けて，社会的

な見方・考え方を働かせ，課題を探究する活動を通

して，次の資質・能力を身に付けることができるよ

うにさせる。 

・私たちがよりよい社会を築いていくために解決

すべき課題を多面的・多角的に考察，構想し，自分

の考えを説明，論述させる。 

・私たちがよりよい社会を築いていくために解決

すべき課題について，現代社会に見られる課題の解

決を視野に主体的に社会に関わろうとさせる。 

・「持続可能な社会」の実現に向けて，私たちはど

のように行動すべきかを考える。 

・身近な地域の生活や日本の取り組みとの関連性

に着目させ，世界的な視野と地域的な視点に立って

探究させる。社会科のまとめとして位置づけ，適切

かつ十分な授業時数を配当する。 

 ・社会的な見方・考え方

を働かせ，私たちがより

よい社会を築いていくた

めに解決すべき課題を多

面的・多角的に考察，構

想し，自分の考えを説明，

論述している。 

・私たちがよりよ

い社会を築いてい

くために解決すべ

き課題について，

現代社会に見られ

る課題の解決を視

野に主体的に社会

に関わろうとして

いる。 

公 民

Ｄ 

（２） 

ア 

イ 

 


